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１ఌ６日 ᝂ፾２３፾ Ȍᜓ説と᳋৊ȍ

主は羊飼い

　詩編23編には祈りは含まれず、助けを得
るための嘆きの訴えも含まれず、ただ純粋
な感謝だけが含まれている。主が羊飼いと
して詩人を世話し、守り、導いてくださる
ことへの感謝と平安に満ちている。
　１節で「主は羊飼い、わたしには何も欠
けることがない」と詩人は断言する。神を
牧者にたとえることは、同時に人間を羊に
たとえることを意味する。羊は弱く、他の
獣に対する自己防衛力を持たず、地理的な
分別力に乏しく迷い易い動物である。ゆえ
に、羊飼いに全面的に信頼して従うより他
に生きる道はない。私たち人間も神に依存
しなければ生きていけないという点で、羊
と同じような存在である。「わたしには何
も欠けることがない」とは、現在も将来も
主の養いを信じる素直な表現である。
　２節に「主はわたしを青草の原に休ませ、
憩いの水のほとりに伴い」と歌われている。
パレスチナにおいて放牧地と言えば、水の
乏しい砂漠のような荒れ野である。そのよ
うな所では、牧草と水は優れた牧者によっ
てのみ探し当てられる。か弱い羊の命は牧
者にかかっており、牧者なしには飢えと渇
きと猛獣の危険からの保証はない。
　４節には、「死の陰の谷を行くときも／
わたしは災いを恐れない。あなたがわたし
と共にいてくださる」とある。「災いを恐
れない」とは、「災いがない」という意味
ではなく、「たとえ災いが襲いかかって来

ても恐れることはない」という意味である。
その理由は「あなたがわたしと共にいてく
ださる」からである。この句が詩編23編の
中心聖句である。日々の生活の中で苦難や
危険に直面してもそこに恐れがないという
信仰は、主の臨在こそ救いであることへの
確信から来るのである。
　５節より客人をもてなす主人の比喩に表
現が変わる。主なる神は敵から詩人を保護
するだけでなく、豊かな料理や酒を取り揃
えてもてなし、歓迎と親密さを示す。主人
が客人の頭に「香油」を注ぐことは喜びの
表現であり、「杯」は気前良く客人をもて
なす様子を示している。これは、主に信頼
する者の人生が常に恵みで満たされ、溢れ
るほどであるという感謝の表現である。
　６節は、羊が安全な囲いの中に守られる
ように、主に従う者は「主の家」に住むこ
とができ、休息と平安が与えられることを
示す。「主の家」とは、ダビデにとっては
エルサレムの主の家であり、キリスト者に
とってはイエスを頭とする教会である。
　このように、詩編23編は「主はわたしの
羊飼い」と歌い、その主が「わたしと共に
いてくださる」と歌うが、イエスこそが「わ
たしと共にいてくださる羊飼い（主）」な
のである（エゼキエル34章、ヨハネ10：1
～18）。それが、イエス・キリストが「イ
ンマヌエル（神は我々と共におられる）」
と呼ばれるゆえんである。 （小澤寿輔）

《参照箇所》 エゼキエル書３４章、ヨハネによる福音書１０章１～１８節
《教理問答》 「子どもと親のカテキズム」問１６、９３
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１ఌ６日 ᝂ፾２３፾ Ȍ説教ࠕᩒ΍ȍ

主は羊飼い
ǱƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂ Ԩ元のɀらい ƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂƂ Ǳ

　神は私たちの命とすべての善きものの源であり、神の子たちに必要なすべてのものを与えて、
楽しむことができるように祝福してくださることを学び、この恵みの神に日々より頼んで歩むこ
とができるように祈り求めることを身に着けさせたい。１節から６節まですべてが重みを感じさ
せるが、今回は１節、２節、４節を重点的にお話しすることにする。

「主はわたしの羊飼い」

　新年あけましておめでとうございます。
今日は、今年に入って最初の教会学校の主
日礼拝を捧げています。今年一年も、聖書
の御言葉をよく聴いて、神様を喜び、神様
に喜ばれる一年を過ごしたいと思います。
　皆さんは、何か良くないことが起これば、
「運が悪いからだ」と思ったり、逆に何か
良いことがあれば、「ラッキー、運が良い」
と思ったりすることはないでしょうか。ま
た、自分の身に良いことが起こるかどうか
を知りたくて占いを気にしたりすることは
ないでしょうか。まことの神様を信じてい
る僕たち私たちは、そのようなことを心配
する必要はありません。なぜなら、イエス・
キリストの父なる神様は、神様の子どもで
ある私たちを愛し、いつも守ってくださる
からです。また、私たちに必要なすべての
ものを与えて楽しむことができるように祝
福してくださるからです。そのことをよく
教えてくれる聖書の言葉があります。それ
が先ほど読んだ詩編23編です。
　この詩の一番初めのところで、「主は羊
飼い、わたしには何も欠けることがない」
と、この詩を歌った人（詩人）は言います。
神様が羊飼いで、人間が羊であるという考

えは古くからありました。羊はとても弱く、
獣が襲って来ても戦うことはできません。
また、方向音痴なのですぐに道に迷ってし
まいます。自分で食べるものや飲み水を見
つけることもできません。これでは、羊だ
けではとても生きていけません。羊飼いの
導きに全面的に信頼して従うより他に生き
る道はありません。私たち人間はどうで
しょう。私たちも、神様の守りと、お導き
と、生きるために必要なすべてのものを与
えて養ってくださることがなければ、生き
ていけません。まるで羊みたいですね。今
日の詩編の詩人は、「わたしには何も欠け
ることがない」と言いました。今も将来も
最高の羊飼いである神様の守りと養いを信
じて、そのように言ったのでした。
　２節には、「主はわたしを青草の原に休
ませ／憩いの水のほとりに伴い」とありま
す。「青草の原に休ませ」と読むとき、日
本に住んでいる僕たち私たちは、柔らかい
草が一面青々と生えている牧場を想像する
かもしれません。けれども、この詩が書か
れたパレスチナという所では、羊の放牧地
と言えば、岩がゴロゴロ転がっていて、水
の乏しい砂漠のような荒れ野です。そのよ
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うな所で、羊が牧草と水にありつくために
は、優れた牧者に見つけてもらい、そこに
導いてもらうより他ありません。導かれて
岩と岩の間をよく見ると、緑の草が２～３
本生えています。空気中に含まれる水蒸気
が夜になると岩の表面に結露して水滴とな
り、それが地面にポタッと垂れると、そこ
だけ土が潤されて草が生えます。羊たちに
とっては、たった一口分の草です。羊たち
はその一口分の草を食べては進み、また一
口食べて進み、ということを一日中続ける
と、やがてお腹いっぱいになります。
　神様は、人間である私たちにも、毎日少
しずつ、その日に十分な恵みを与えて、生
かしてくださいます。もし、いっぺんに広
くて一面緑の牧草を私たちに見せてしまっ
たら、どうでしょう。私たちは神様にお祈
りすることも、神様に頼ることも、感謝す
ることも忘れて、神様から離れて生きてし
まいます。羊が羊飼いから離れてしまった
ら、生きられませんね。それと同じで、私
たちも神様から離れてしまっては、一日た
りとも生きていくことはできません。だか
ら神様は、一日に必要な分だけを与えてく
ださり、また次の日には、その日に必要な
分だけを与えてくださるのです。このよう
にして、神様は私たちの命を支えてくださ
るのですね。ですから、人生の先が見えな
くても心配する必要はないのです。だた、
私たちのすべての必要を知って与えてくだ
さる神様に信頼して、神様のお導きにお従
いすればよいのですね。

　４節には、「死の陰の谷を行くときも／
わたしは災いを恐れない。あなたがわたし
と共にいてくださる。」とあります。「災い
を恐れない」とは、「災いがない」という
意味ではありません。そうではなくて、「た
とえ災いが襲いかかって来ても恐れること
がない」という意味です。どうしてそのよ
うに言えるのでしょう。神様が「わたしと
共にいてくださる」からだと、この詩人は
言っています。この言葉は、詩編23編の中
で一番中心的な言葉です。日々の生活の中
で苦しいことや困ったこと、危険なことが
あっても、神様がわたしと共にいてくださ
るから怖くないのです。
　それでは、「あなたがわたしと共にいて
くださる」と言われるその方とは、いった
いどなたなのでしょうか。新約聖書のヨハ
ネによる福音書10章11節を見ると、「わた
しは良い羊飼いである」と言われた方がい
らっしゃいます。どなたでしょう。そうで
す、イエス様です。また、旧約の預言者イ
ザヤも次のように言いました。「見よ、お
とめが身ごもって、男の子を産み／その名
をインマヌエルと呼ぶ。」それと同じ言葉
が、今度は、イエス様のお生まれになる前
に、天使によってヨセフに語られました。
もうみんな分かったと思うけど、イエス様
こそが「インマヌエル（神は我らと共にお
られる）」と呼ばれる私たちの羊飼いなの
です。今年もこの方に信頼し、お従いして、
毎日の生活を恵みと喜びと感謝で満たして
いただきましょう。 （小澤寿輔）

《今週の暗唱聖句》
死の陰の谷を行くときも／わたしは災いを恐れない。あなたがわたしと共にいてくださ
る。（詩編２３編４節）
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１ఌ６日 ᝂ፾２３፾ Ȍࢺሓᇼȍ

主は羊飼い

Ȅɀらいȅ

　私たちの羊飼いである神さまは、いつも
私たちを養い導いて下さることを覚える。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

　新しい年になりました。今年も神さまは
どんな方かを一緒に知っていきましょう。
　さて、皆さんは羊を見たことがあります
か？　羊は弱くて、他の強い動物から自分
を守るやり方も力も持っていなくて、道に
も迷いやすいようです。判断する力も弱く、
牧草や水がある場所を探す力もない弱い動
物のようです。ですので、羊を世話して守
り、導いてくれる羊飼いさんがいなくては
生きていけないのです。
　みんなも、まだ育ててくれるお父さんや
お母さんがいなくては生きていけないよう
に、色々できることがいっぱいあるみんな
のお父さんお母さんも先生たちも、本当は
神さまがいないと生きていけないのです。
だから、神さまは私たちを羊にたとえまし
た。ですから羊飼いは神さまなのです。
　神さまは羊である弱くて迷いやすくてか
しこくない私たちをお世話し、休ませ、守
り、導いてくださる方です。「魂を生き返
らせてくださる」すばらしい方なのです。
　だから、この詩編を書いた人は言います。

今もこれからも、どんなことがあっても神
さまが私たちを育て導いてくださるから、
「わたしには何もかけることがない」と！　
たとえ、大変なことがあっても、こわがら
なくていい。神さまがいつもわたしと一緒
にいて、正しい道に導いてくださるから！　
この詩人は、本当にそうだ！　と確信して
語っています。そして、羊飼い、主人であ
る神さまにいつも聞いて頼ってついて行く
人の人生は、神さまの恵みでいつも満たさ
れ、本当に祝福でいっぱいになるなぁ、と
心から感謝しています。
　これからもこの詩編を書いた人のよう
に、神さまと離れず、神さまの家である教
会に通い続け、神さまの家族と一緒にすば
らしい神さまを賛美し続けましょう。 

Ȅᇏりȅǽ

　神さま、わたしといつも一緒にいて、導
いてくださってありがとうございます。こ
れからももっと、神さまのことを頼って何
でも聞いていけるようにさせてください。

Ȅɗȶてɒようȅ

　羊たちと羊飼いの絵を描いてみよう。
　賛美しよう　♪ハ ･ハ ･ハレルヤ♪
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１ఌ６日 ᝂ፾２３፾ Ȍߴ学ᇼ˨級・中学ᇼȍ

主は羊飼い

１．ᝂኲ23፾をᝣɒましɚうǿ

①この詩を書いたダビデはどんな人ですか。

②羊飼いを見たことがありますか。どんな働きをするでしょうか。
　また、羊はどんな動物でしょうか。

③「主は御名にふさわしく」とは、どういうことでしょうか。

④この詩の中で、心に残ったところ、気に入っているところなどをあげてみましょう。
　ダビデがどのような場面で、どのような立場でこの詩を書いたのか、考えて話してみま
しょう。


